
平成23年10月21日

平成23年度第3次補正予算要求案（専修・各種学校関係）について

○ 東日本大震災からの復旧・復興を担う専門人材育成支援事業

平成23年度第3次補正予算要求額 503百万円

（福島県分 184百万円）

【要望内容】

１．産業界の高度化等において必要な専門人材育成

● 専門人材育成コースの試行導入、開発・実施等 ：

①自動車組み込み系 ②家電組み込み系 ③医療情報事務 ④クラウド等ＩＴ

⑤放射線工学 ⑥再生可能エネルギー ⑦食・農林水産業 ⑧スマートグリッド

⑨観光 ⑩その他

２．被災地においてニーズが高く供給が不足する分野の教育環境

支援

（ 、 ）● 短期コースの開講 ： ①介護 ②その他 医療事務 電気・土木・放射線等

※ 福島県からの、再生可能エネルギー関連人材育成機関(専門学校再生可能エネルギ

ー学科）の設置の要望への対応について本事業を活用

○ 被災児童生徒就学支援等臨時特例交付金

※平成23年度第１次補正予算で措置

平成23年度第3次補正予算要求額 19百万円

総事業費（第１次補正予算を含めた見込み）1,823百万円

【要望内容】

◆ 私立専修学校・各種学校授業料等減免事業について

① 公立専修学校・各種学校生徒を新たに対象に追加

② 高等専修学校について、既存制度の拡充（入学料・施設整備費等）についても

対象化

③ 私立専修学校・各種学校授業料等減免事業の３年（26年度まで）程度の延長

（他の学校種と同様）



○ 私立専修学校防災機能等強化緊急特別推進事業

平成23年度第3次補正予算要求額 108百万円

【要望内容】

東日本大震災における甚大な学校施設の被害状況を踏まえ、生徒

の安全を確保するため、学校施設の耐震診断を含む耐震補強工事に

ついて、学校法人立・準学校法人立の専修学校を新たに補助対象化

○ 耐震改築事業に係る私立専修・各種学校への低利融資制度の創設

【要望内容】

日本私立学校振興・共済事業団が行う耐震改築事業に対する低利

融資制度の対象となる学校について、１条校に加え、学校法人立・準

学校法人立の専修学校・各種学校を新たに追加

※ 耐震改築事業に対する低利融資制度を検討中。

・低利融資期間（20年）

・低利融資率 1.1%（基準金利【1.6%】－0.5%）

○ 被災私立学校等復興特別補助・交付金

平成23年度第3次補正予算要求額 2,113百万円

（単年度分 528百万円）

【要望内容】

被災３県の学校法人及び準学校法人が設置する私立専修学校・各

種学校に対して、在校生に対する安定的・継続的な教育環境の保障と

来年度以降の新入生も含め安心して学ぶことができる環境の整備、地

域の安全・安心や周辺地域の復興への貢献等を図るための取組に対し

て支援 （平成23～26年度の4ヵ年分を支援 ）。 。

※ 対象：学校法人立及び準学校法人立の専修学校

学校法人立及び準学校法人立の各種学校（修業年限２年以上）



東
日

本
大
震

災
か
ら
の
復

旧
・
復
興
を
担

う
専

門
人
材

育
成

支
援

事
業

【
短
期
人
材
育

成
コ
ー
ス
の
試
行
導
入
】

●
産
業
界
の
高

度
化
や
医
療
現
場
の
専
門
人
材
に
必
要
な
知
識
・
技
術
の

向
上
を
図
る
た
め
、
被
災
地
以
外
の
学
校
・
産

業
界
か
ら
の
支
援
を
受
け
て
、

新
た
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
導
入
・
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
し
、
複
数
校
で
試
行
導
入

。
（
自
動
車
組
み
込
み

系
、
医

療
情

報
事

務
等

）

【
中
長
期
的
な
人
材
育
成
コ
ー
ス
の
開
発

・
実
証
】

●
被
災
地
で
ニ
ー
ズ
が
高
い
分
野
に
お
い
て
、
産
学
官
の

連
携
に
よ
り
、
産

業
界
の
高
度
化
な
ど
に
資
す
る
人
材
育

成
コ
ー
ス
の
開
発
・
実
証
を
支
援
。

（
食
・
農
業
、
再
生
可

能
ｴ
ﾈ
ﾙ
ｷ
ﾞｰ
、
放

射
線

工
学

等
）

震
災

に
よ
り
大
き
く
変
化
し
た
被
災
地
の
人
材
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、
復
旧
・復

興
の
即

戦
力
と
な
る
専

門
人
材

の
育
成

及
び
地

元
へ

の
定

着
を
図
る
た
め
の
推
進
体

制
を
整
備
し
、
専
門
人
材
を
育
成
す
る
取
組
を
支

援
。

２
．
被
災
地
に
お
い
て
ニ
ー
ズ
が
高

く
供

給
が
不

足
す
る
分

野
の
教
育
支

援

●
介
護

等
に
必
要
な
人
材
育
成
を
集
中
し
て
行
う
た
め
、
被
災
地
以

外
か
ら
の
教
員
派
遣
や
実
習
等
の
支
援

事
業

趣
旨

１
．
産
業
界
の
高

度
化

等
に
お
い
て
必

要
な
専
門

人
材
育

成
の

た
め
の
人
材

育
成

コ
ー
ス
試

行
導

入
等

３
．
専
修
学

校
等

の
就

職
支

援
体

制
の
充

実
強

化

被
災
地
（
岩
手
県
、
福
島
県
、
宮
城
県
）
の
就
職
支
援
を
行
う
た
め
、
以
下
の

取
組
を
実
施
。

①
合
同
就

職
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

②
就
職
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置

推
進

協
議

会

産

学
官

企
業
、
農
業
組
合
、
商
工
会
、

社
会
福
祉
協
議
会

等

（
役
割
）

・
被
災
地
の
人
材

ニ
ー
ズ
の

把
握

・
実
施
機
関
の
推

進
体

制
の

構
築

＊
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配

置

専
修

学
校
、
大
学
・
短
大

、
高
等

専
門
学
校
、
専
門
高

校
等

地
元
自
治
体
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等

新
産
業
創
出
や
地
元
産
業
の
復
興
に

必
要
な
職
業
能
力
の
向
上
、
被
災
に
よ

り
失
業
し
た
者
の
学
び
直
し
な
ど
に
よ
り
、

被
災
地
の
雇
用
の
実
情
を
踏
ま
え
た
専

門
人
材
を
育
成

【
短

期
的
課
題
】

○
震
災
の
影
響
に
よ
る
人
材
需
給
の
ミ
ス
マ
ッ
チ

【
中

長
期
的
課
題
】

○
被
災
地
の
人
材
育
成
に
よ
る
本
格

雇
用

の
創

出
に

つ
な
げ
、
復
興
を
強
力
に
推
進
し
て
い
く
た
め
、

震
災
に
よ
る
人
材
ニ
ー
ズ
の
大
き
な
変

化
に
的

確
に

対
応
し
た
体
制
整
備
が
緊
急
か
つ
重

要
課

題

【
参

考
：
提
言

等
】

「
東
日
本
大

震
災

か
ら
の

復
興

の
基

本
方

針
」
（
2
3
年

7
月

2
9
日

東
日

本
大

震
災

復
興

対
策

本
部

決
定

）

５
復
興
施
策

（
2
）
地

域
に
お
け
る
暮

ら
し
再

生
④

復
興

を
支

え
る
人

材
の

育
成

他

平
成

２
３
年
度
第
３
次
補
正
予
算

要
求

額
５
０
３
百
万
円

実
施
主
体
＝
推
進
協
議
会

①
自
動

車
組
み
込
み
系

②
家
電
組

み
込
み
系

③
医
療
情
報
事
務

④
ク
ラ
ウ
ド
等

IT
⑤
放
射
線
工
学

⑥
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

⑦
食
・
農

業
⑧
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド

⑨
観
光

⑩
そ
の
他

分
野

①
介
護

②
そ
の
他
（
医
療
事
務
、
電
気
・
土
木
・
建
築
等
）

分
野

ス
マ
ー
ト
ハ
ウ
ス
と

電
気
自
動
車



（
参
考
）

産
業
の
高
度
化
や
医
療
の
再
生
に
向

け
た
取
組

(
例

)

○
自
動
車
産
業
の
復
興
を
担
う
人
材
を
育
成
す
る
た
め
に
必
要
な
教
育

内
容

の
高

度
化

被
災
地
で
ニ
ー
ズ
が

高
い
自

動
車

組
み

込
み

系
の
知

識
・
技
術

を
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
し
、
複
数

校
で
新

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
試

行
導

入
。
終

了
後

、
自

動
車

産
業
界
に
よ
る
評

価
等

を
実

施
し
、
必

要
に
応

じ
て
改
善
。

○
医
療
関
連
情
報
の
Ｉ
Ｔ
化
を

推
進
す
る
た
め
に
必
要
な
教
育
内
容
の
高
度

化
被
災
地

で
ニ
ー
ズ
が

高
い
電

子
カ
ル

テ
化
や
診

療
情
報
の

共
有
化

を
進

め
る
た
め
の
人
材

育
成

を
行

う
た
め
、
基

礎
的

な
知

識
を
も
つ
者

等
に
対

し
、

必
要
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
複

数
校

で
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
し
、
視
聴
覚

教
材
も
活
用
し
な
が
ら
、
１
～
３
か
月

程
度

の
短

期
コ
ー
ス
を
試

行
導

入
。
終

了
後

、
病

院
等
に
よ
る
評
価

等
を
実

施
し
、
必

要
に
応
じ
て
改
善
。

車
載
用
組
み
込
み
処
理

車
載
用
リ
ア
ル
タ
イ
ム
Ｏ
Ｓ

車
載
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
概
論

Ⅰ
基

礎
情

報
技

術
者

試
験

の
ＩＴ
知

識
レ
ベ
ル
の

ユ
ニ
ッ
ト

①
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク
技

術
基

礎
、

②
ハ

ー
ド

ウ
ェ

ア
概

論
、

③
ア

ル
ゴ

リ
ズ

ム
、

④
シ

ス
テ

ム
開

発
概

論
、

⑤
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
技

術
基

礎
、

⑥
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

技
術
Ⅰ

な
ど

自
動

車
工
学

概
論

自
動
車
組
み
込
み
研
究
開
発

プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ

技
術

Ⅱ
、

Ⅲ

セ
ン

サ
活

用
技

術
イ
ン

タ
ー
フ

ァ
イ
ス

技
術

カ
ー
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

エ
レ
ク
ト
ロ

ニ
ク
ス

デ
ジ
タ
ル
回
路

マ
イ
コ
ン
応
用

シ
ス
テ
ム

カ
ー

ナ
ビ

等
家
電

組
み
込

み
系

高
度

化
に

必
要

な
学

習
1

2
0
時
間
以
上

自
動
車
関
係
企
業
に
お
い
て
企
業
内
訓
練

自
動
車
組
み

込
み

系
人

材
養

成
(社

会
人
向

け
短

期
コ
ー
ス
)

レ
ベ
ル

Ⅰ
基

礎
レ
ベ
ル

の
ユ
ニ
ッ
ト

・
内
科
・
外
科
・
精
神
医
学
、
小
児
科
・
産
婦
人
科
学
、
薬
学
、
検
査
診
断
学
の

臨
床
医
学
系
の
科
目
(臨

床
医
学
系
の
科
目
の
ほ
と
ん
ど
に
見
学
実
習
を

１
０
～
２
０
時
間
設
定
)。

・
心
理
学
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
論
、
医
学
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
な
ど
患
者
対
応

・
障
害
者
支
援
論
、
秘
書
概
論
、
医
療
秘
書
実
務
な
ど
患
者
対
応

・
医
療
秘
書
実
務

(デ
ー
タ
登
録
、
診
療
録
の
要
約
等

)や
病
院
実
習
な
ど
の
実
務
科

目
に
よ
る
卒
業
直
後
の
指
定
研
修

(6
か
月
実
習
及
び
3
2
時
間
専
門
研
修
)受

講

病
院
等
へ
就
業
・
再
就
職

高
度
な
専
門

知
識

・
技

術
を
医

療
ク
ラ
ー
ク
養

成
(短

期
コ
ー
ス
)

レ
ベ
ル

Ⅱ
の

ユ
ニ
ッ
ト

<
実
務
経
験
が
あ
る
者
の

ス
キ
ル

ア
ッ
プ

>
・
視
聴
覚
教
材
で
電
子

カ
ル

テ
作

成
等

ＩＴ
ス
キ
ル

修
得

。
・
高
度
な
接
遇
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
患

者
・
家

族
の

不
安

を
解

消
で
き
る

レ
ベ
ル

Ⅲ
の

ユ
ニ
ッ
ト

<
医
療
秘
書
監
督

>

・
個
別
対
応
だ
け
で
な
く
、
病

院
内

の
他

部
署

・
他

職
種

と
の

連
携

・
病
院
全
体
の
電
子
化

対
応

の
管

理
運

営
。

・
自
治
体
・
他
の
医
療

機
関

等
と
の

連
携

。
・
経
費
節
減

(物
品
管
理
等

)や
病

院
経

営
の

観
点

か
ら
の

視
点

を
も
つ

リ
ー
ダ
ー
的
能
力

中
堅

医
療

秘
書

診
療

情
報

の
電

子
化

対
応

実
務

経
験

者
へ

の
ｽ
ｷ
ﾙ

ｱ
ｯ
ﾌ
ﾟ

拠
点

病
院

に
配

置

被
災
地
の
学
校
で
新
た
に
高
度
化
す
る
た
め
に
カ
ス
タ
マ
イ
ズ

す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

(3
か
月
程
度
：
全
ｶ
ﾘ
ｷ
ｭ
ﾗ
ﾑ
は
２
年
以
上

)
対
象
者
：
自
動
車
部
品
製
造
な
ど
で
経
験
が
あ
る
者

被
災
地
の
学
校
で
新
た
に
高
度
化
す
る
た
め
に
カ
ス
タ
マ
イ
ズ

す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

(2
～
３
年
課
程
の
う
ち
、
必
要
な
ユ
ニ
ッ
ト
を

１
～

3
か
月
程
度
提
供

)



（
参
考

）
再
生
可
能

ｴ
ﾈ
ﾙ
ｷ
ﾞｰ
、
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
分
野
に
お
け
る
技
術
者
養
成
に
向
け
た
取
組

(
例
)

太
陽
光
発

電
を
は
じ
め
と
し
た
発
電
技
術
や
、

IT
技
術
を
利
用
し
た
需
給
双
方
向
の
電
力

を
供

給
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
、
新
た
な
次
世

代
電
力
網
「
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
」構

築
に
必
要
な
技
術
者
を
育
成
す
る
た
め
、
①
短
期
人
材
育
成

コ
ー
ス

(電
気
工

事
士
等

の
資
格

を
有

す
る
社

会
人
向
け
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
等

)を
複
数
校
で
試
験
導
入
、
②
ス
マ
ー
ト
グ
リ
ッ
ド
導
入

に
対

応
す
る
新

た
に
必
要

な
電

気
制

御
シ
ス
テ

ム
構
築
や

環
境
ビ
ジ
ネ
ス
に
必
要
な
高
度
な
知
識
・
技
術
を
修
得
す
る
中
長
期
的
な
人

材
育

成
コ
ー
ス
の

開
発

・実
証

を
支
援

。

上
水

道
・

下
水

道

交
通

シ
ス

テ
ム

分
野

新
エ

ネ
ル

ギ
ー

分
野

生
活

環
境

分
野

学
校

・
研

究
所

道
路

IT
技

術
者

《
具
体
的
な
シ
ス
テ
ム
等
》

エ
ネ
ル
ギ
ー
貯
蔵
シ
ス
テ
ム

分
散
型
送
電
系
監
視
制
御

シ
ス
テ
ム

環
境
監
視
シ
ス
テ
ム

電
子

制
御

技
術

者



大
気

、
土
壌
、
食
物
等

の
放

射
線

測
定

に
必

要
な
正
確

な
デ
ー
タ
解

析
・
分

析
を
行
う
専
門
人
材
を
育

成
。

行
政

・
医
療
機
関

・
大

学
等

と
連

携
し
、
地

域
の

安
全
・
安
心

を
確
保
す
る
取

組
を
実
施
。

《
教
育

の
内
容
》

◇
土
壌

・
食
品
用
放
射
線
測

定
機

器
や
各

種
サ

ー
ベ
イ
メ
ー
タ
等

機
器
を
教
材
と
し
て
実
習
。

◇
放
射

線
に
関
す
る
正
し
い
知

識
の

習
得

と
放

射
線

測
定

の
実
務
及

び
装
置

の
取
り
扱

い
や

安
全

管
理
の
能
力

(「
放
射

線
取

り
扱

い
主

任
者

」
国

家
資

格
の
取

得
)

◇
電
気

工
事
に
関
す
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
も
導

入
(電

気
工
事
士
・
危
険
物

取
扱

者
等

関
連

資
格
の

取
得

)
《
附
帯

事
業
》

◇
放
射

線
計
測
関
係
機
器

の
導

入
に
よ
る
、
地

域
に
お
け
る
検
査

協
力

◇
土
壌

・
食
品
等
の
検
査
に
よ
る
情

報
発

信

（
参
考
）
福
島
の
安
心
・
安
全
に
貢
献
で
き
る
人
材
育
成

(
例
)

【
放
射
線
工
学
分

野
】

岩
手
か
ら
福
島
ま
で
の

南
北

を
つ
な
ぐ
自

然
歩

道
を
軸

に
、
東

北
の

資
源

（
自
然
、
郷
土
料
理

、
伝

統
芸

能
・
工

芸
、
漁

業
・
農

業
体

験
等

）
」
活

用
し
た
観

光
振
興
や
、
水
産
加

工
業

の
復

興
を
担

う
専

門
人

材
を
育

成
。

（
参
考
）
ｴ
ｺ
ﾂ
ｰ
ﾘ
ｽ
ﾞﾑ
＆

ｸ
ﾞﾘ
ｰ
ﾂ
ﾘ
ｽ
ﾞﾑ
に
よ
る
復

興
に
必

要
な
人

材
育

成
(
例
)

【
観
光
・
食
・
農
林
水
産
業
分
野
】

三
陸

復
興

国
立

公
園

長
距

離
遊

歩
道

雇
用

対
策

観
光

資
源

（
地

元
水

産
物

を
使

用
し

た
郷

土
料

理
等

）

宿
場

《
活

躍
の

場
》

・
道

の
駅

（
農

産
物

販
売

、
工

芸
品

販
売

）
・

農
家

レ
ス

ト
ラ

ン
（

地
産

地
消

：
山

の
幸

・
里

の
幸

）
・

漁
師

レ
ス

ト
ラ

ン
（

地
産

地
消

：
海

の
幸

）
・

郷
土

料
理

教
室

（
料

理
体

験
）

・
民

宿
（

宿
泊

）
・

体
験

交
流

館
（

農
業

体
験

、
漁

業
体

験
）

他

販
売

ス
キ

ル

経
験

商
品

知
識

運
営

ス
キ

ル

農
業

漁
業

観
光

人
材

・
食

農
ビ

ジ
ネ

ス
人

材
（

6
次

産
業

人
材

）
の

育
成

≪
南

北
を
つ
な
ぐ
自
然
歩
道

（福
島
県
相
馬
市
松
川
浦
～
八
戸
市
蕪
島
）
≫

◇
沿
岸
の
自
然
と
生
活
・
産
業
・
文
化
を
つ
な
ぐ

◇
災
害
時
に
は
、
住
民
や
観
光
客
の
防
災
経
路
と
し
て
活
用

◇
津
波
の
経
験
を
語
り
継
ぐ
被
災
の
記
録
・
学
び
の
場

•⇒
「
歩
く
」
＋
α
（
観
光
資
源
）

の
提

供
!!

【
観
光
資
源
】

•
郷
土
料
理
（
食
べ
る
）

•
郷
土
料
理
（
作
る
）

•
伝
統
芸
能
・
工
芸

•
漁
業
体
験

•
農
業
体
験

e
tc

.

《
活

躍
の

場
》

・
放

射
専

測
定

機
器

メ
ー

カ
ー

・
商

社
・

代
理

店
・

自
治

体
等

公
的

機
関

・
建

設
業

界
・

電
気

設
備

関
連

企
業

・
産

業
廃

棄
物

関
連

企
業

他

車
載
型
ホ
ー
ル
ボ

デ
ィ
カ
ウ
ン
タ

環
境
用

試
料
放
射
能
測
定
装
置



＜
事
業
概
要
＞

○
東
日
本
大

震
災
に
よ
り
経
済
的
理
由
か
ら
、
就
学
等
が
困
難
と
な
っ
た
世
帯
の
幼
児
児
童
生
徒
に
、
緊
急
的
な
就
学
支
援
等
を
実
施

○
既
存
の
就

学
支
援
事
業
等
に
お
い
て
対
象
者
増
や
単
価
増
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
都
道
府
県
等
の
新
た
な
負
担
を
全
額
国
費
で
支
援

○
被
災
児
童

生
徒
就
学
支
援
等
臨
時
特
例
交
付
金
を
交
付
し
、
既
に
都
道
府
県
に
設
置
さ
れ
て
い
る
高
校
生
修
学
支
援
基
金
に
お
い
て
区
分
経
理
し
た
上
で
積
み

増
し
、
資
金
を
管
理

○
３
次
補
正
予

算
で
は
、
平
成
２
３
年
度
中
の
新
た
な
追
加
需
要
額
（
約

３
４
億
円
）
の
積
み
増
し
を
行
う
と
と
も
に
、
被
災
し
た
幼
児
児
童
生
徒
へ
の
中
・
長
期
的

な
就

学
支
援
を
行
う
た
め
、
平
成
２
４
年
度
以
降
、
当
面
３
ヵ
年
（
平
成
２
４
年
度

～
平
成
２
６
年
度
）
基
金
を
延
長
し
、
就
学
支
援
を
行
う
た
め
の
経
費
を
措
置

＜
具
体
的
施
策
＞

【
幼
稚
園
】

（
対

象
者
）

震
災
に
よ
り
幼

稚
園

へ
の

就
園

支
援

が
必

要
と
な
っ
た
世
帯
の

幼
児

（
震
災

に
よ
り
所

得
階

層
区

分
が

変
更

と
な
っ
た
世
帯
の
幼
児
も
含
む
）

（
補

助
率
）

1
0
/
1
0

（
対

象
者
数
）

約
4
,0
0
0
人

→
約

7
,0
0
0
人

（
対

象
経
費
）

保
育

料
、
入

園
料

（
対

象
事
業
）

市
町

村
に
お
い
て
行

う
幼

稚
園

就
園

奨
励

事
業

【
小
・
中
学
校
】

（
対
象
者
）

震
災
に
よ
り
就

学
困

難
と
な
っ
た
児

童
生

徒
（
補
助
率
）

1
0
/
1
0

（
対
象
者
数
）

約
3
9
,0
0
0
人

（
小

学
校

：
約

2
6
,0
0
0
人

中
学

校
：
約

1
3
,0
0
0
人

）
（
対
象
費
目
）

学
用
品
費
、
通

学
費

、
学

校
給

食
費

、
医

療
費

等
（
対
象
事
業
）

市
町
村
に
お
い
て
行

う
就

学
援

助
事

業
※

第
三
次
補
正
予
算

で
は

、
ス
ク
ー
ル

バ
ス
の

運
行

に
よ
り
通

学
手

段
の

確
保

に
係

る
通

学
費

、
そ
の
ほ
か
、
体
育
用

具
等

を
含

む
学

用
品

費
及

び
ク
ラ
ブ
活

動
費

に
つ
い
て
追

加
所

要
額

を
措

置

被
災
児
童
生

徒
就
学
支

援
等
臨
時

特
例

交
付

金
平

成
２
３
年

度
第

１
次

補
正

予
算

額
：

１
１
３
億

円
平

成
２
３
年

度
第

３
次

補
正

予
算

案
：

２
９
７
億

円
（
平

成
２
３
年

度
所

要
額

：
１
４
７
億

円
）

（
平

成
２
４
年

度
～

平
成

２
６
年

度
所

要
額

：
２
６
４
億

円
）

【
高
等
学
校
】

（
対
象
者
）

震
災
に
よ
り
修

学
困

難
と
な
っ
た
生

徒
（
補
助
率
）

1
0
/
1
0

（
対
象
者
数
）

約
1
6
,0
0
0
人

（
対
象
事
業
）

都
道
府

県
に
お
い
て
行

う
奨

学
金

事
業

※
都
道
府
県
に
お
い
て
、
貸

与
要

件
の

緩
和

や
返

還
時

の
柔
軟
な
対
応
を
行
う
こ
と

で
、
手
厚
い
修
学
支

援
が

可
能

【
私
立
学
校
】

（
対
象
者
）

震
災
に
よ
り
就

学
等

困
難

と
な
っ
た
幼

児
児

童
生

徒
（
補
助
率
）

1
0
/
1
0

（
対
象
者
数
）

約
6
,0
0
0
人

（
対
象
事
業
）

都
道
府
県

等
に
お
い
て
行

う
授

業
料

等
減

免
事

業

【
特
別
支
援
（
幼
・
小
・
中
・
高
）
】

（
対
象
者
）

震
災
に
よ
り
就

学
困

難
と
な
っ
た
幼

児
児

童
生
徒

（
震
災

に
よ
り
支

弁
区

分
が

変
更

と
な
っ
た
者
も
含
む
）

（
補
助
率
）

1
0
/
1
0

（
対
象
者
数
）

特
別
支

援
学

校
：
約

3
6
0
人

→
約
4
3
4
人

特
別
支
援
学
級
：
約

1
4
0
人
→
約

2
0
7
人

（
対
象
事
業
）

都
道
府

県
等

に
お
い
て
行

う
就

学
奨

励
事

業

【
専
修
学
校
・
各
種
学
校

】
（
対
象
者

）
震
災
に
よ
り
、
職

業
技

術
の

教
育

等
を
目

的
と
す
る
学

校
へ

の
就

学
が

困
難

と
な
っ
た

生
徒

・
専
修
学
校
高
等
課
程
・
専
門
課
程
：
修
業
年
限
１
年
以
上

・
専
修
学
校
一
般
課
程
、
各
種
学
校
：
原
則
修
業
年
限
２
年
以
上

（
補
助
率
）

高
等
課
程

(1
0
/
1
0
)、
そ
の

他
の

課
程

(2
/
3
)

（
対
象
者
数
）

専
修
学
校
：
約

2
,5
0
0
人

→
約
2
,8
0
0
人

各
種

学
校

：
約

1
4
0
人

→
約
3
6
0
人

（
対
象
事
業
）

都
道
府
県
等

に
お
い
て
行

う
授

業
料

等
減

免
事

業


